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津波をかぶり、元気をなくした樹木の

様子を調べる喜多智靖さん

ニフ月、宮城県石巻市

樹
木
再
生
、

言
を
得
な
が
ら
土
壌
分
析
一さ
ん
は

「樹
木
再
生
に
は

や
除
塩
に
取
り
組
ん
で
い

一人
手
も
資
金
も
必
要
だ

る
。

一

が
、
現
地
で
は
全
然
足
り

鹿
妻
小
で
は
震
災
後
、

一な
い
」
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

一創
立
時
か
ら
あ
る
学
校
木
一や
善
意
を
募
っ
て
い
る
。

ィ
ア
を
申
し
出
て
5
月
か

一の
ケ
ヤ
キ
に
枯
れ
枝
が
目
一

ら
、
石
巻
市
立
鹿
妻
小
と

一立
つ
よ
う
に
な
っ
た
が
、

大
街
道
小
で
校
庭
の
樹
木
一除
塩
効
果
で
樹
勢
を
取
り

再
生
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ

一戻
し
た
。
大
谷
友
宏
校
長

た
。
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
浜
一(
日
)
は

「児
童
の
た
ま
り

松
市
南
区
出
身
で
現
地
在
一場
と
な
る
木
が
元
気
に
な

住
の
会
社
員
鈴
木
達
也
さ

一
っ
て
う
れ
し
い
限
り
」
と

ん
(
但
)
も
加
わ
り
、
静
岡
一声
を
弾
ま
せ
る
。
'

市
駿
河
区
の
肥
料
メ
l
力
一
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
ス
タ

l
「富
士
見
工
業
」
の
助

一ッ
フ
は
3
人
だ
け
。
喜
多

活
動
拡
大
ヘ

東
日
本
大
震
災
で
津
波
被
害
を
受
け
た
土
地
に
花
や
緑
を
根
付
か
せ
る

「津
波
被
災
小
学

校
の
シ
ン
ボ
ル
ツ
リ
ー
を
守
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が
今
夏
、
宮
城
県
石
巻
市
で
始
ま
っ
た
。

活
動
の
中
心
を
担
う
の
は
富
士
市
の
樹
木
医
の
喜
多
智
靖
さ
ん
(
羽
)
。
「
長
年
に
わ
た
り
子

ど
も
た
ち
を
見
守
っ
て
き
た
樹
木
を
守
り
た
い
」
|
。

秋
に
は
富
士
市
を
拠
点
に
N
P
Oを

設
立
し
、
活
動
の
輪
の
拡
大
を
図
る
。

喜
多
さ
ん
が
初
め
て
石

巻
市
を
訪
れ
た
の
は
2
0

1
2年
4
月
。
「

一
言
で

表
す
と
荒
野
」。

街
か
ら

緑
が
根
こ
そ
ぎ
な
く
な
っ

た
光
景
に
衝
撃
を
受
け
、

今
春
か
ら
家
庭
樹
木
の
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
業
を
始
め

た
。
現
地
で
過
ご
す
時
聞

が
長
く
な
る
に
つ
れ
、
教

育
施
設
の
緑
の
不
足
が
見

過
ご
せ
な
く
な
っ
た
。

津
波
で
草
花
が
流
さ
れ

た
だ
け
で
な
く
、
校
庭
の

樹
木
が
弱
っ
た
り
、
全
国

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
植
樹

し
た
苗
木
が
既
に
枯
れ
て

し
ま
っ
た
り
し
た
様
子
も

目
に
付
い
た
。
津
波
で
土

壌
の
塩
分
が
増
え
、
ア
ル

カ
リ
性
に
な
っ
た
こ
と
な

ど
が
原
因
と
み
ら
れ
る
。

知
人
を
通
じ
ボ
ラ
ン
テ
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